
に
成
功
し
た
賀
川
玄
悦
（
一
七
○
○
’
一
七
七
七
）
を
、
阿
波
藩
医
と
し

て
召
し
か
か
え
た
結
果
、
阿
波
賀
川
流
産
科
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
。

そ
し
て
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
玄
悦
が
著
わ
し
た
名
著
『
産
論
』
（
科

学
的
な
意
味
の
最
初
の
日
本
産
科
学
教
科
書
）
を
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

有
名
な
蘭
館
医
シ
ー
ボ
ル
ト
が
、
欧
州
医
学
界
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の

オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
し
た
美
馬
順
三
は
阿
波
藩
士
で
あ
っ
た
。

明
治
医
制
（
明
治
七
年
、
一
八
七
四
）
示
達
に
は
じ
ま
り
、
明
治
二
十

八
年
第
八
帝
国
議
会
（
一
八
九
五
）
に
お
い
て
、
医
師
免
許
規
則
改
正
案

が
わ
ず
か
二
十
七
票
の
差
を
も
っ
て
否
決
せ
ら
れ
た
結
果
、
以
後
漢
方

を
医
師
開
業
試
験
科
目
に
加
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
明
治
前
期
二
十
年
ほ
ど
の
期
間
に
、
漢
方
医
た
ち
が
興
し
た
漢

方
医
存
続
運
動
展
開
の
歴
史
は
、
実
に
一
種
の
漢
方
医
学
の
受
難
史
と

も
考
え
ら
れ
る
。

元
阿
波
藩
医
井
上
肇
堂
（
一
八
○
四
’
一
八
八
一
）
は
、
四
国
に
お
け

る
漢
方
医
存
続
運
動
の
中
心
と
な
り
、
明
治
十
一
、
二
年
頃
か
ら
県
下

在
住
四
百
名
に
近
い
漢
方
医
家
を
結
集
し
て
医
師
職
業
集
団
を
興
し
、

こ
れ
を
済
生
舎
と
名
付
け
（
医
師
会
の
ル
ー
ツ
）
、
自
ら
そ
の
社
長
に
就
任

し
た
。明

治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
一
月
十
八
日
、
漢
方
医
療
の
普
及
と
研
修

を
目
的
と
し
て
、
済
生
社
員
二
百
余
名
の
合
資
に
よ
っ
て
、
私
立
徳
島

済
生
舎
医
院
（
病
院
と
も
称
し
た
）
を
徳
島
市
に
開
設
し
た
。
こ
の
本
院

開
設
に
あ
た
っ
て
肇
堂
は
金
二
百
円
を
寄
付
し
、
書
籍
機
械
類
を
無
償

で
貸
与
し
、
更
に
一
年
間
無
給
で
奉
仕
し
た
と
い
う
。

こ
の
病
院
は
、
肇
堂
の
指
導
と
経
営
の
妙
を
得
て
、
患
者
は
媚
集
し
、

漢
方
研
修
の
医
学
生
も
多
数
勤
務
し
、
盛
大
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、

惜
し
く
も
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
四
月
二
十
三
日
肇
堂
の
逝
去
に
よ

っ
て
、
病
院
事
業
は
急
速
に
衰
退
し
て
、
遂
に
廃
止
と
な
り
、
四
国
に

お
け
る
漢
方
医
存
続
運
動
は
自
然
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

徳
島
市
の
中
央
に
あ
る
眉
山
の
山
麓
の
寺
町
に
潮
音
寺
が
あ
る
が
、

そ
の
墓
所
の
無
縁
墓
地
に
洋
学
者
（
蘭
・
英
両
国
語
に
通
じ
会
話
も
で
き
た
）

で
あ
り
、
高
名
な
医
師
で
も
あ
っ
た
井
出
三
洋
（
一
八
三
四
’
一
九
○
八
）

の
墓
石
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
不
遇
な
生
涯
に
就
い
て
詳
述
し

て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
寺
町
の
本
行
寺
の
近
く
で
、
洋
学
者
兼
初
代
衛
生
課
長
と
し

て
防
疫
関
係
で
活
躍
し
た
興
津
春
機
二
八
三
四
’
一
九
○
三
の
墓
石

が
、
横
に
な
っ
て
放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
見
出
さ
れ
、
そ
の
功
績
に
就

い
て
記
述
さ
れ
た
。

逸
話
の
多
く
は
、
各
地
と
関
連
し
て
い
る
の
で
、
他
府
県
の
医
史
学

研
究
者
に
も
、
参
考
に
し
て
頂
け
る
点
が
少
な
く
な
い
、
と
思
う
。

（
片
岡
義
雄
）

〔
徳
島
出
版
、
徳
島
市
幸
町
一
’
六
、
電
話
○
八
八
六
’
一
三
’
九
三
一
二
、

平
成
四
年
十
月
刊
、
Ａ
五
判
、
三
四
○
頁
、
三
○
○
○
円
〕

『
労
働
と
健
康
の
歴
史
」
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
八
年

（
昭
和
五
十
三
年
）
で
、
爾
後
二
巻
、
三
巻
…
．
：
と
続
き
、
第
七
巻
の
刊

三
浦
豊
彦
著
『
労
働
と
健
康
の
歴
史
」
（
第
七
巻
）
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行
は
、
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
で
あ
っ
た
。
十
四
年
間
に
渉
る
労
作

に
、
あ
ら
た
め
て
著
者
の
そ
の
道
に
お
け
る
研
讃
の
真
髄
を
見
る
の
思

い
で
あ
る
。

そ
の
各
巻
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
古
代
か
ら
幕
末
ま
で
」
「
明
治
初
年
か
ら

工
場
法
実
施
ま
で
」
、
「
倉
敷
労
研
の
創
立
か
ら
昭
和
へ
」
、
「
十
五
年
戦

争
下
の
労
働
と
健
康
」
、
「
労
働
と
健
康
の
戦
後
史
」
、
「
労
働
衛
生
通
史
．

他
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
内
容
の
あ
ら
ま
し
が
推
測
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
第
七
巻
は
、
労
働
と
健

康
の
歴
史
と
い
う
大
き
な
流
れ
を
、
時
代
を
追
っ
て
み
て
き
た
中
で
暫

し
歩
を
止
め
て
、
そ
の
中
で
の
あ
る
重
要
な
事
項
に
焦
点
を
当
て
、
論

旨
を
深
め
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
題
し
て
「
古
典
的
金
属
中
毒
と
粉
塵

の
健
康
影
響
の
歴
史
」
。

そ
の
内
容
を
盛
り
上
げ
て
い
る
資
料
は
実
に
豊
富
で
、
し
か
も
具
体

的
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
や
や
も
す
る
と
、
著
者
自
ら

が
手
が
け
て
来
ら
れ
た
調
査
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
し
ま

う
。
過
去
の
資
料
で
も
一
た
び
著
者
の
手
に
か
か
る
と
新
た
な
血
が
通

い
始
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
研
讃
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
る
。

さ
て
、
日
本
で
は
も
う
過
去
の
問
題
に
近
く
な
っ
た
と
思
い
た
い
鉛
、

水
銀
、
砒
素
、
黄
燐
な
ど
に
よ
る
中
毒
、
粉
塵
の
健
康
問
題
で
は
あ
る

が
、
し
か
し
こ
れ
か
ら
相
互
に
関
係
を
深
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
発

展
途
上
国
で
は
、
関
連
す
る
問
題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
と
い
う
実
態
を
見

聞
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
か
ら
は
本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
事
は
現
実
の

問
題
で
も
あ
ろ
う
。

そ
の
構
成
は
、
第
一
章
鉛
中
毒
の
歴
史
（
古
代
ロ
ー
マ
の
水
道
と
鉛

中
毒
、
古
代
・
中
世
の
鉛
中
毒
、
十
六
世
紀
以
降
の
鉛
中
毒
、
鉛
銃
弾
と
初
期

蓄
電
池
工
場
の
鉛
中
毒
）
、
第
二
章
水
銀
中
毒
の
歴
史
（
古
代
の
水
銀
中

毒
、
水
銀
を
取
扱
う
昔
の
職
場
と
水
銀
中
毒
、
戦
後
の
水
銀
環
境
）
、
第
三
章

砒
素
中
毒
の
歴
史
（
中
国
の
霊
薬
と
砒
素
、
古
代
中
国
に
お
け
る
砒
素
の
精

製
、
「
デ
・
レ
・
メ
タ
リ
カ
』
と
砒
素
、
’
－
１
－
ト
ン
、
シ
ェ
ー
レ
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
と
砒
素
、
宋
應
星
の
『
天
工
開
物
」
と
砒
素
そ
し
て
石
見
銀
山
、
十
九
世

紀
の
砒
素
中
毒
、
職
業
病
と
し
て
の
砒
素
中
毒
、
日
本
の
第
二
次
大
戦
前
・
後

の
職
場
の
砒
素
中
毒
、
公
害
と
し
て
の
砒
素
、
半
導
体
製
造
と
ア
ル
シ
ン
）
、

第
四
章
黄
燐
中
毒
の
歴
史
（
燐
の
発
見
、
黄
燐
マ
ッ
チ
、
第
二
次
大
戦
後

の
黄
燐
に
よ
る
顎
骨
壊
死
、
黄
燐
の
許
容
濃
度
）
、
第
五
章
生
野
鉱
山
の

塵
肺
の
歴
史
（
大
葛
金
山
金
掘
病
鵲
書
の
こ
と
、
徳
川
時
代
の
生
野
銀
山
の

煙
毒
、
幕
末
・
明
治
初
年
の
生
野
銀
山
、
生
野
鉱
山
鉱
夫
共
済
組
合
、
大
正
時

代
の
生
野
鉱
山
の
ョ
ロ
ケ
病
、
昭
和
時
代
の
生
野
鉱
山
の
塵
肺
）
、
第
六
章
石

綿
の
健
康
影
響
の
歴
史
（
火
涜
布
考
、
石
綿
肺
・
肺
癌
）
、
以
上
少
し
紙
数

を
と
り
過
ぎ
た
が
、
内
容
に
特
異
な
点
も
多
い
と
思
わ
れ
た
の
で
記
し

て
み
た
。

私
は
永
ら
く
労
働
科
学
研
究
所
図
書
館
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
来
た
の

で
、
各
時
点
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
図
書
、
資
料
や
、
い
つ
ど
の
よ
う
な

経
過
で
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
古
い
時
代
の
資
料
な
ど
、
頭
の
ど
こ
か

に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
特
に
古
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
あ
っ
て
始
め
て
知
り
、
教
え
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
こ
の
著
者
を
通
し
て
は
殊
の
外
こ
の
事
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
は
本
耆
の
中
で
も
十
分
に
役
目
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
著
者
は
労
研
図
書
館
長
を
兼
任
し
て
お
ら
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れ
た
時
期
が
あ
り
、
労
働
衛
生
に
関
す
る
新
し
い
こ
と
や
歴
史
に
関
る

こ
と
な
ど
、
折
に
ふ
れ
て
は
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
こ

と
を
、
年
を
経
る
に
つ
れ
て
し
き
り
に
思
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
に
は
資
料
中
に
あ
る
そ
の
時
代
の
産
業
現
場
の
さ
し
絵

な
ど
数
多
く
み
ら
れ
、
興
味
を
持
っ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
他
、
最
近
著
者
が
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
と
い
う
古
代
ロ
ー
マ
の
水

道
橋
ア
ー
チ
、
ポ
ン
ペ
イ
の
街
の
か
っ
て
の
貯
水
槽
（
鉛
の
水
槽
の
痕
跡

が
あ
る
由
）
、
ポ
ン
ペ
イ
の
歩
道
わ
き
の
水
道
鉛
管
等
々
（
本
書
四
頁
・
五

さ
か

頁
）
著
者
の
今
な
お
壮
ん
な
探
求
心
に
は
驚
く
他
は
な
い
。

一
巻
か
ら
七
巻
ま
で
、
連
続
物
で
は
あ
る
が
、
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
単
独

で
読
ん
で
も
一
向
に
差
支
え
な
い
。
こ
の
あ
と
必
ず
や
八
巻
あ
る
い
は

九
巻
と
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
著
者
に
訊
い
て
み
た
い
気
も
す
る
が
、

そ
れ
は
野
暮
と
言
う
べ
き
か
。

（
保
坂
捷
子
）

〔
労
働
科
学
研
究
所
出
版
部
、
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
二
’
八
’
一
四
、
電
話

○
四
四
’
九
七
七
’
二
一
二
一
、
一
九
九
二
年
、
Ａ
五
判
、
二
五
○
頁
、

定
価
四
五
○
○
円
〕

Ｓ
・
Ｂ
・
ヌ
ー
ラ
ン
ド
の
「
医
学
を
き
ず
い
た
人
び
と
」
上
下
二
巻

は
、
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
パ
レ
、
ハ
ー

ヴ
エ
ー
、
モ
ル
ガ
ー
ニ
、
ハ
ン
タ
ー
、
ラ
エ
ネ
ッ
ク
、
ゼ
ン
メ
ル
ヴ
ァ

シ
ャ
ー
ウ
ィ
ン
．
Ｂ
・
ヌ
ー
ラ
ン
ド
著
、
曽
田
能
宗
訳

「
医
学
を
き
ず
い
た
人
び
と
』
上
下
二
巻

イ
ス
、
麻
酔
、
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
、
リ
ス
タ
ー
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン

ズ
大
学
及
び
臓
器
移
植
の
各
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

著
者
は
エ
ー
ル
大
学
の
外
科
医
師
で
、
学
生
を
指
導
す
る
か
た
わ
ら
、

大
学
医
学
史
図
書
館
に
通
い
、
臨
床
医
と
し
て
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る

べ
き
医
史
を
徹
底
的
に
研
究
し
た
。
本
書
は
著
者
の
鋭
い
視
点
か
ら
捉

え
た
医
学
史
で
、
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し

た
医
術
と
医
療
の
見
方
と
、
こ
れ
に
取
り
組
む
意
欲
が
示
さ
れ
て
い
る
。

単
に
事
実
を
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
代
の
背
景
に
深
い
洞
察

力
を
加
え
、
史
的
事
実
を
過
去
の
こ
と
、
同
時
代
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

未
来
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
後
年
実
際
に
な
さ
れ
た
こ
と
と
の
比
較
に
ま

で
言
及
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ー

の
『
心
臓
と
血
液
の
運
動
」
、
モ
ル
ガ
ー
ニ
の
「
病
気
の
座
と
原
因
」
、

フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
の
『
細
胞
病
理
学
』
が
十
六
世
紀
以
降
の
四
大
医
書
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
千
五
百
年
に
及
ん
だ
ガ
レ
ノ
ス
説
が
崩
壊
し
た

過
程
が
よ
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
カ
ル
カ
ー
ル
に
よ

る
科
学
と
美
術
の
融
合
で
あ
る
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
章
に
は
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
も
登
場
す
れ
ば
、
三
百
年
以
上
も
後
に
発
刊
さ
れ

た
『
グ
レ
イ
の
解
剖
害
』
も
登
場
す
る
。

外
科
技
術
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
、
著
者
は
パ
レ
以
前
に
は
ヒ
ッ

ポ
ク
ラ
テ
ス
し
か
お
ら
ず
、
パ
レ
以
後
に
は
Ｊ
ハ
ン
タ
ー
し
か
い
な
い

と
決
め
つ
け
、
戦
場
で
の
戦
傷
を
、
雷
と
大
砲
の
差
に
害
え
て
い
る
。

当
時
の
理
髪
外
科
医
の
地
位
を
内
科
医
と
な
ら
ぶ
地
位
に
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
パ
レ
の
思
い
や
り
、
正
直
さ
、
優
し
さ
、
好
奇
心
、

誠
実
さ
の
人
間
的
思
想
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
進

(143）603




